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　今回は、交付税の算定に用いる「臨時財政対策債」についてお
知らせします。

⑩臨時財政対策債シリーズ

　臨時財政対策債の返済のための経費は、交付団体であれば後年
度に普通交付税として交付されますが、小平市は不交付団体だっ
た期間があるため、その間は市が返済の負担をしていました。
　臨時財政対策債の借り入れは必要最低限に抑えて、引き続き借
金に頼らない財政運営を行っていく必要があります。

ご意見・ご感想をお寄せください
俊 （ ） 、死 zaisei@city.kodaira.lg.jp

問合せ　財政課緯 （ ）

臨時財政対策債とは、財源不足を補うために
借り入れているお金で、残高は約 億円です。

　地方交付税は、国税を原資として地方自治体へ配分されます
が、これだけでは地方の財源不足をまかないきれないため、国は
借金をして配分額の上乗せをしてきました。しかし、国の借金が
膨らんできたため、不足分は、地方と国が折半のうえ借金をして
穴埋めをしています。この地方自治体側の借入金が「臨時財政対
策債」と呼ばれるものです。
　臨時財政対策債は、各自治体の人口などを基に借入可能額が決
められますが、この借入可能額分だけ国から市へ交付される交付
税額も減少します。
　たとえば、平成 年度における小平市の交付税算定上の不足額
は約 億円でしたが、臨時財政対策債を約 億円借りることが可
能なため、その分が減額されて、実際の交付額は約 億円となり
ました。
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　小平市人事行政の運営等の状況の
公表に関する条例に基づき、平成
年度の人事行政の運営等の状況を公
表します。
問合せ　職員課緯 （ ）
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内　　　　容区　　分

職員は法令等に従い、かつ、上司の命令に忠実に従わなければなりません職務命令等に従う義務

職員はその職の信用を傷つけ、または職全体の不名誉となる行為をしては
なりません信用失墜行為の禁止

職員は職務上知り得た秘密を漏らしてはなりません守秘義務

職員は法令上特別の定めがある場合を除くほか、勤務時間中全力で職務を
遂行しなければなりません職務専念義務

職員は政党その他の政治的団体の結成に関与する等の政治的行為をしては
なりません政治的行為の制限

職員は争議行為等が禁止されています争議行為等の禁止

職員は許可を受けなければ、営利企業等に従事することができません営利企業等の従事制限

６　職員の服務の状況
　職員は全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、全力で職務を遂行し
なければなりません。職員が職務を遂行するにあたり守るべき義務は、次のと
おりです。

主な研修内容等受講者数区　　分
新任および職層別・経験年数別の研修人一般研修

東京都市町村
職員研修所 政策・法務、情報処理、情報倫理、税務、子育て支援、保育士、

男女共同参画社会形成等
人実務研修等

日本経営協会、市町村職員中央研修所、全国建設研修センター等人その他派遣研修
職層別、保育士、接遇、男女共同参画・セクシュアルハラスメント防止、
公務員倫理、労働安全衛生、健康講座、メンタルヘルス、人事考課等

人市独自研修

７　職員の研修および勤務成績の評定の状況
敢職員研修（平成 年度）
　職員の能力を開発し、公務能率を向上させ、よりよい市民サービスを提供す
るため、さまざまな研修を行っています。

柑勤務評定（平成 年度）
　職員の職務で発揮された能力などに
ついて、毎年、評定を行っています。

年度末係属件数年度中処理件数年度中申立て件数年度当初係属件数
件件件件

年度末係属件数年度中処理件数年度中申立て件数年度当初係属件数
件件件件

９　公平委員会の業務の状況
敢勤務条件に関する措置の要求（平成 年度）
　職員は、給与、勤務時間その他の勤務条件に関し、公平委員会に対して市の
当局により適当な措置がとられるべきことを要求することができます。平成
年度の要求は、次のとおりです。

柑不利益処分に関する不服申立て（平成 年度）
　職員は、懲戒その他その意に反する不利益な処分を受けたときは、公平委員
会に対して不服申立てができます。平成 年度の申立ては、次のとおりです。

懲戒処分分限処分
区分

戒告減給停職免職降給降任休職免職
件件件件件件件件処分件数

※処分件数は、延べ件数であり、休職の期間が更新された場合は、そのつど新たな処分が行われた
ものとして計上しています。

５　職員の分限および懲戒処分の状況（平成２１年度）
　分限処分は、職員の勤務成績がよくない場合、心身の故障のため職務の遂行
に支障がある場合など、公務能率の維持を目的として、本人の意に反してその
身分に不利益な変動をもたらす処分であり、免職、休職、降任、降給の 種類
があります。
　懲戒処分は、職員が法令に違反した場合、職務上の義務に違反し、もしくは
職務を怠った場合、または全体の奉仕者たるにふさわしくない非行のあった場
合に公務員関係の秩序を維持するため、職員の道義的責任を追及して行う処分
であり、免職、停職、減給、戒告の 種類があります。
　平成 年度における新たな処分は、次のとおりです。

８　職員の福祉および利益の保護の状況
敢福利厚生制度
　職員の福利厚生制度として、地方公務員法第 条の規定に基づき、小平市職
員互助会を設置し、職員の元気回復、その他福利厚生に関する事業を行ってい
ます。この互助会は、職員の会費および市の負担金などで運営されています。

死亡傷病区　分
件件公務災害
件件通勤災害

受診者数区　　分
人定期健康診断
人その他検診（※）

※ＶＤＴ健康診断、肺がん検診、
　胃がん検診、大腸がん検診。

桓健康診断等（平成 年度）
　職員の健康管理のため、毎年、健康診断等
を実施しています。平成 年度の実施状況
は、右表のとおりです。

柑公務災害等（平成 年度）
　公務上または通勤途上の災害により負傷等をした
場合には、地方公務員災害補償基金から一定の補償
が行われます。平成 年度の発生状況は、右表のと
おりです。

回評定の回数
月評定の時期

人（ 人）評定対象人数
※（　）内の人数は、再任用短時間勤務職員の外書き人数です。

桓人事管理に関する苦情処理（平成 年度）
　職員は、公平委員会に対して勤務条件その他の人事管理に関する苦情の申し出
および相談を行うことができます。平成 年度の苦情処理は、次のとおりです。

年度末未処理件数年度中処理件数年度中相談件数
件件件
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　小さな花びらが重なり、風にそよぎ、甘い香りのするさくら
草が大好きで、十数年前から育て始めました。狭いスペースで
すが工夫して飾っています。
　 月から咲き始め、 月上旬まで楽しむことができます。近

所の方や道行く方々が喜んで
くださるので嬉しくて、毎年、
夫婦で心を込めて種から育て
ています。
　「花と緑のまち小平」に少し
でもお手伝いできれば幸いで
す。

オープンガーデン所在地　大沼町 － －
緯 （ ）
開放日　 月～ 月（敷地外からの見学）

古屋さん花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花ととととととととととととととととととととととととととととととととと緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑のののののののののののののののののののののののののののののののののまままままままままままままままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち 小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小花と緑のまち　小平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平

犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬
ととととととととととととととととと
猫猫猫猫猫猫猫猫猫猫猫猫猫猫猫猫猫
ととととととととととととととととと
ののののののののののののののののの
楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽
ししししししししししししししししし
いいいいいいいいいいいいいいいいい
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犬
と
猫
と
の
楽
し
い
生
活活活活活活活活活活活活活活活活活活

国民健康保険の届け出
国保に加入する場合

・小平市に転入したとき（前住所で国保に加入していた方）
・職場の健康保険をやめたとき
・職場の健康保険の被扶養者でなくなったとき
・職場の健康保険の加入者が 歳になり後期高齢者医療制度に移ったこと
に伴い、その被扶養者でなくなったとき
・生活保護を受けなくなったとき
・国保加入世帯に子どもが生まれたとき

国保をやめる場合

・小平市を転出するとき
・職場の健康保険などに加入したとき
・生活保護を受けることになったとき
・死亡したとき

※詳細は、市報平成２２年１２月５日号の「小平市職員の給与」の記事をあわせてご覧ください。また、
「小平市職員の給与」は小平市ホームページからもご覧になれます。

３　職員の給与の状況
敢職員の平均給料月額および平均年齢（平成 年 月 日現在）
　平成 年 月 日現在、手当を除い
て職員に支給される給料の 人当たり
の平均支給月額と平均年齢は、右表の
とおりです。

平均年齢平均給料月額区　分
.歳, 円一般行政職
.歳, 円技能労務職

柑休暇等（平成 年 月 日現在）
　職員の休暇等は、年次休暇、病気休暇、公民権の行使、骨髄移植休暇、結婚
休暇、産前産後休暇、育児時間、出産介護休暇、生理休暇、妊婦の健診等、妊
婦の通勤緩和、忌引、父母の祭日、災害等による交通遮断、長期勤続休暇、ボ
ランティア休暇、夏季休暇、子の看護休暇、介護休暇、育児休業、部分休業等
があります。
　なお、年次休暇の平成 年の平均取得日数は .日です。

４　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
敢職員の勤務時間（平成 年 月 日現在）
　職員の標準的な勤務時間は、次のとおりです。

休憩時間終了時刻開始時刻勤務時間

正午から１時間午後５時１５分午前８時３０分週３８時間４５分

※保育園、図書館など不規則な勤務に従事する職員については、勤務時間は週当たり 時間 分と
なるように勤務の割り振りを行っています。
※再任用短時間勤務職員の勤務時間は、週当たり 時間以内です。

採用者数受験者数次試験実施日職　　種
人人

平成 年 月 日
一 般 事 務

人人保 育 士

人人平成 年 月 日一 般 事 務

人人平成 年 月 日一 般 事 務

人人平成 年 月 日一般事務（民間経験者対象）

人人
平成 年 月 日

一 般 技 術 （ 土 木 ）

人人保 育 士

人人計

２　職員の競争試験の状況
敢職員採用試験の実施状況（平成 年度）
　平成 年度に実施した、職員の採用試験は、次のとおりです。

前年度
比較

平成２２年
４月１日
現　 在
職 員 数

退職等の状況採用等の状況平成２１年
４月１日
現　 在
職 員 数

計
他団体
への
派遣

普通等勧奨定年計
他団体
からの
派遣戻り

平成２２年
４月１日

平成２１年４
月２日～２２
年３月３１日

▲ 人
（＋１１人）

人
（ 人）

人
（１３人）

人
（ 人）

人
（ 人）

人人人
（２４人）

人人
（ 人）

人人
（ 人）

職員
数

※（　）内の人数は、再任用短時間勤務職員の外書き人数です。

桓職員採用等および退職等（平成 年 月 日～平成 年 月 日）
　職員の採用等および退職等は、次のとおりです。

柑役職別職員数（平成 年 月 日現在）
　職員の役職別・男女別職員数は、次のとおりです。

職員数計定数外職員数定数内職員数定　　数任命権者
人人人議 会 事 務 局
人人人人市 長 部 局
人人人教 育 委 員 会
人人人選 挙 管 理 委 員 会
人人人監 査 事 務 局

（ 人）（ 人）（ 人）農 業 委 員 会
人人人, 人計

※（　）の農業委員会の職員は、市長部局の職員が兼務しています。
※定数内職員数は、教育長、臨時および非常勤職員を除いた人数です。また、定数外職員数は、公益
的法人などへの派遣職員数です。

１　職員の任免および職員数に関する状況
敢任命権者別一般職の職員数（平成 年 月 日現在）
　条例上の職員定数は市全体で , 人ですが、実際の定数内職員数は 人です。

①事務・技術系職員
女男全　体役　職
人人人部 長 お よ び 部 長 相 当 職
人人人課 長 お よ び 課 長 相 当 職
人人人課長補佐および課長補佐相当職

人人人係 長 お よ び 係 長 相 当 職
人

（ 人）
人

（ 人）
人

（ 人）主 任 職

人人人主 事 職

人
（ 人）

人
（ 人）

人
（ 人）計

②技能労務系職員
女男全　体役　職
人人人統括技能長職
人人人技 能 長 職
人

（ 人）
人

（ 人）
人

（ 人）技能主任職

人人人主 事 職
人

（ 人）
人

（ 人）
人

（ 人）計

※（　）内の人数は、再任用短時間勤務職員の外書き人数です。

基準財政
収入額（市税など）

215億円

基準財政需要額　226億円

小平市の本来の需要額　255億円

臨時財政対策債（市が
借金してまかなう分）

29億円

普通交付税
交付額
11億円

※数値は平成 年 月 日現在のものです。
携帯電話用
ホームページ

（二次元バーコード）

小平市
メールマガジン
（こだいらＮＥＷＳ）

好評配信中

正し正しくく
保険保険にに

加入しています加入していますかか

国民健康保険


